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令和７年度決算を承認

修正動議を可決
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決算審査財政再建の道筋はついたのか
　

９
月
定
例
会
を
９
月
２
日
か
ら
15
日
ま

で
の
間
で
開
催
し
、
令
和
７
年
度
決
算
を

認
定
し
ま
し
た
。
決
算
認
定
以
外
の
議
案

は
「
議
案
の
ゆ
く
え
」（
７
ペ
ー
ジ
）
を

参
照
く
だ
さ
い
。

　

決
算
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
と

も
す
べ
て
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
公
営
企
業
で
あ
る
下
水
道
事
業
は

３
１
２
５
万
円
の
純
利
益
を
計
上
し
ま
し

た
が
、　

水
道
事
業
は
４
０
６
１
万
円
の

純
損
失
で
し
た
。

年度区分 令和６年度 令和７年度 対前年度増減率

標 準 財 政 規 模 70億3034 71億7207 2.0%

経 常 収 支 比 率 93.5％ 96.6％ 3.1P

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 ー ー ー

連 結 実 質
赤 字 比 率 ー ー ー

実 質 公 債
費 比 率 12.4％ 11.9％ △0.5P

（単年度） 12.1％ 11.4％ △0.7P

将来負担比率 95.0％ 99.7％ 4.7P

職 員 数 212人 213人 1人

人 件 費 18億7644 20億1702 7.5%

人 件 費 比 率 11.2％ 13.7％ 2.5P

物 件 費 14億4231  16億4151 13.8％

普 通 建 設 事 業 費 49億5450 26億8953 △45.7%

邑南町の財布の中身は？
　財政指標等のようす （単位：万円）

ら
、
財
政
再
建
に
向
け
た
こ
れ

ま
で
の
取
組
み
と
、
そ
の
成
果

に
つ
い
て
、「
財
政
再
建
に
つ

な
げ
る
取
組
み
と
し
て
、
公
共

施
設
の
解
体
を
実
施
し
、
管
理

運
営
の
改
革
、
交
付
税
の
増
額

や
予
算
執
行
の
工
夫
も
あ
り
、

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
さ
ず

に
決
算
が
で
き
た
こ
と
は
成
果

で
あ
る
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

令
和
７
年
度
の
決
算
審
査

は
、
昨
年
に
続
き
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

議
長
及
び
監
査
委
員
を
除
く

議
員
10
名
で
委
員
会
を
構
成

し
、
互
選
に
よ
り
委
員
長
に
平

野
一
成
委
員
、
副
委
員
長
に
石

國
佳
壽
子
委
員
が
就
任
し
ま
し

た
。

　

付
託
を
受
け
た
７
件
の
審
査

は
、
９
月
３
日
、
４
日
、
７
日

の
３
日
間
で
行
い
、
70
項
目
を

超
え
る
活
発
な
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

　

審
査
で
は
森
田
財
務
課
長
か

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託

令和７年度

　

質
疑
終
了
後
、
委
員
間
討
議

を
行
い
、
決
算
認
定
に
当
た
り

委
員
会
と
し
て
付
す
意
見
を
ま

と
め
た
後
、
討
論
・
採
決
を
行

い
ま
し
た
。

　
「
一
般
会
計
」
と
「
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
」
に
は
一
部

反
対
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

他
は
全
員
賛
成
で
認
定
す
べ
き

も
の
と
し
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告

書
に
付
記
さ
れ
た
委
員
会
意
見

は
、
次
の
通
り
で
す
。

①
当
初
予
算
だ
け
で
な
く
、
補

正
で
追
加
・
削
除
さ
れ
た
予
算

の
状
況
も
含
め
、
執
行
状
況
を

示
す
こ
と
。

②
行
政
評
価
に
当
た
っ
て
は
、

事
業
量
や
利
用
件
数
に
対
す
る

執
行
率
等
の
実
績
を
示
す
だ
け

で
な
く
、
事
業
本
来
の
目
的
に

対
し
て
、
計
画
し
た
事
業
が
ど

の
程
度
実
施
さ
れ
、
ど
の
よ
う

な
成
果
や
行
政
効
果
が
得
ら
れ

た
の
か
を
検
証
し
、
次
年
度
以

降
の
事
業
実
施
及
び
予
算
編
成

に
反
映
す
る
こ
と
。
ま
た
、
執

行
率
が
低
い
事
業
は
、
理
由
を

明
ら
か
に
し
て
必
要
性
や
予
算

規
模
の
妥
当
性
を
精
査
す
る
こ

と
。

③
指
定
管
理
に
つ
い
て
、
設
置

目
的
や
指
定
管
理
者
に
求
め
る

役
割
が
果
た
さ
れ
て
い
る
か
を

検
証
し
、
必
要
に
応
じ
て
指
導

を
行
う
こ
と
。

④
決
算
審
査
に
基
づ
い
て
、
令

和
９
年
度
予
算
編
成
に
十
分
配

慮
す
る
こ
と
。
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令
和
７
年
度
事
業
の
こ
こ
を
聞
い
た
！

【
保
健
課
】

（
問
）
元
気
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
の
今
後
の
更
新
は
。

（
答
）
委
託
事
業
者
と
相
談
し

な
が
ら
更
新
計
画
を
立
て
、
実

施
し
て
い
る
。

【
学
び
の
ま
ち
推
進
課
】

（
問
）
矢
上
高
校
の
志
願
者
数

減
少
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

（
答
）
町
と
し
て
危
機
感
を
持

っ
て
い
る
。
高
校
振
興
業
務
を

地
域
み
ら
い
課
か
ら
教
育
委
員

会
へ
移
管
し
、
情
報
共
有
を
進

め
て
い
る
。

（
問
）
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を

町
外
か
ら
利
用
す
る
場
合
、
利

用
料
は
徴
収
し
て
い
る
か
。

（
答
）
利
用
料
は
徴
収
し
て
い

な
い
。県
の
交
付
金
を
活
用
し
、

指
導
員
の
人
件
費
や
運
営
経
費

の
一
部
を
補
填
し
て
い
る
。

（
問
）
石
見
中
学
校
の
教
科
セ

ン
タ
ー
方
式
導
入
の
検
証
は
。

（
答
）
本
格
的
な
検
証
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
今
後
、
教
職
員

と
も
意
見
交
換
し
な
が
ら
検
証

を
進
め
る
。

（
問
）
食
の
学
校
の
利
用
状
況

と
「
使
用
料
及
び
賃
借
料
」
の

内
容
は
。

（
答
）
ガ
ス
設
備
を
設
置
し
、

地
元
団
体
が
月
１
回
以
上
利
用

し
て
い
る
。
使
用
料
及
び
賃
借

料
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
利
用
料
、
委
託
料

は
消
防
設
備
点
検
の
経
費
で
あ

る
。

【
地
域
み
ら
い
課
】

（
問
）
住
宅
相
談
セ
ン
タ
ー
が

扱
う
空
き
家
バ
ン
ク
の
成
果

は
。

（
答
）
登
録
数
は
増
え
て
い
る
。

宅
建
業
者
が
確
認
し
た
上
で
登

録
し
、
登
録
で
き
な
い
物
件
は

資
産
経
営
課
と
連
携
す
る
。

【
産
業
支
援
課
】

（
問
）
ふ
れ
あ
い
公
園
の
清
掃

委
託
先
と
安
全
管
理
は
。

（
答
）
ト
イ
レ
清
掃
は
「
さ
つ

き
の
園
」
へ
委
託
。
公
園
は
町

が
直
営
で
管
理
し
、
定
期
的
な

見
回
り
と
月
１
回
の
遊
具
点
検

を
行
っ
て
い
る
。
施
設
の
劣
化

も
あ
り
、
公
園
全
体
が
十
分
利

用
で
き
る
状
態
で
は
な
い
。

（
問
）
農
福
連
携
事
業
の
予
算

規
模
が
小
さ
く
な
っ
て
い
な
い

か
。今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

（
答
）
農
業
、
福
祉
双
方
に
人

手
不
足
が
あ
り
、
調
整
が
進
み

に
く
い
。
農
福
連
携
を
農
業
の

総
合
的
な
事
業
に
組
み
込
み
、

人
材
不
足
の
課
題
と
併
せ
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

（
問
）香
木
の
森
公
園「
香
夢
里
」

は
、
な
ぜ
再
開
で
き
な
か
っ
た

の
か
。

（
答
）
人
材
を
確
保
で
き
ず
運

営
が
で
き
な
か
っ
た
。
町
は
早

期
再
開
を
求
め
て
き
た
。
自
主

事
業
で
指
定
管
理
料
の
対
象
で

は
な
い
が
、
当
初
の
提
案
内
容

の
履
行
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

【
建
設
課
】

（
問
）
道
路
新
設
改
良
事
業
で

大
幅
な
減
額
補
正
が
あ
る
。
実

施
可
能
性
や
財
源
見
込
み
を
踏

ま
え
た
予
算
編
成
が
必
要
で

は
。

（
答
）
国
・
県
の
情
報
を
踏
ま

え
て
予
算
を
組
む
た
め
、
最
終

的
な
配
分
と
合
わ
な
い
場
合
が

あ
る
。
今
後
検
討
す
る
。

【
総
務
課
】

（
問
）
災
害
備
蓄
品
の
備
蓄
状

況
は
。

（
答
）
簡
易
ト
イ
レ
や
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
は
、
計
画
の
約
50
％

を
整
備
し
て
い
る
。

（
問
）
防
犯
灯
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
状
況
は
。

（
答
）
防
犯
灯
は
10
か
所
に
設

　

決
算
審
査
で
は
、
全
課
に
わ
た
り
約
70
項
目
の
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

置
し
、
蛍
光

灯
か
ら
Ｌ
Ｅ

Ｄ
へ
の
更
新

も
進
め
て
い

る
。
防
犯
カ

メ
ラ
は
、
地

域
で
管
理
で

き
る
の
で
あ

れ
ば
検
討
す

る
必
要
が
あ

る
。

（
問
）
個
別

避
難
計
画
作

成
の
予
算
執

行
率
が
低
い

要
因
は
。

（
答
）
高
齢
化
率
の
高
い
地
域

で
は
、
避
難
時
に
支
援
す
る
人

を
設
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

【
町
民
課
】

（
問
）
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く

り
事
業
は
当
初
の
目
的
を
達
成

で
き
る
の
か
。現
在
の
状
況
は
。

（
答
）
目
的
は
町
内
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
と
、
事
業
を
通
じ
た

地
域
内
の
経
済
循
環
で
あ
る
。

当
初
か
ら
現
在
ま
で
の
経
過
が

分
か
る
資
料
を
作
成
し
説
明
す

る
。

決算審査の傍聴に来た矢上高校生
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会　計　名
決　　算　　額

収　入 支　出 差　引

普
通
会
計

一 般 会 計 143億9251 140億7535 3億1716

電 気 通 信 6億7164 6億4367 2797

小　　計 150億6414 147億1902 3億4512

公
営
事
業
会
計

国 民 健
康 保 険 12億 6738 12億5664 1074

直 営 診 療 所 1億4138 1億3500 639

後 期 高 齢 者 4億4519 4億4121 398

小　　計 18億5395 18億3284 2111

総　合　計 169億1810 165億5186 3億6623

６　年　度 190億9585 185億8565 5億1020

５　年　度 191億3363 184億7933 6億5430

４　年　度 170億1446 165億9273 4億2173

３　年　度 166億5992 163億6088 2億9904

２　年　度 174億5258 171億7798 2億7484

令和７年度会計別決算収支 （単位：万円）

水道事業 収　入 支　出 差　引

収益的収入・支出 3億7314 3億9973 △2659

資本的収入・支出 3億7500 5億6017 △1億8517

令和７年度水道・下水道事業会計決算収支
（単位：万円）

監査報告を行う迫田代表監査委員

限られた財源の中で

行政サービスや事業の最適化を
迫田代表監査委員の決算審査報告

注）表の金額は万円単位で表示していますが実際の決算はすべて円単
位までとなっています。千円単位で四捨五入していますので合計が一
致しない場合があります。

令
和
７
年
度
は
「
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
し
人
口
減
少
に
対

応
し
た
持
続
可
能
な
町
へ
変
革

し
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
財
政
再
建
の

道
筋
を
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
重
点
項
目
の
設
定
に
よ
っ

て
編
成
さ
れ
、
多
く
の
事
業
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
大
型
事
業

が
終
了
し
、
歳
入
・
歳
出
と
も

前
年
度
と
比
べ
て
減
少
す
る

中
、
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計

な
経
営
戦
略
に
基
づ
い
て
、
持

続
可
能
な
水
道
・
下
水
道
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
が
求
め
ら
れ
ま

す
。最

後
に
、
本
町
は
い
ち
早
く

内
部
統
制
を
導
入
し
、
運
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
内
部
統
制
は
町

の
財
政
に
与
え
る
影
響
も
大
き

い
こ
と
か
ら
、
そ
の
着
実
な
実

行
に
よ
り
、
財
政
の
透
明
性
と

健
全
性
が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

に
よ
り
、
健
全
な
財
政
運
営
が

望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
公
営
企
業
会
計
で
あ

る
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て

は
、
当
期
純
損
失
の
計
上
、
下

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、

当
期
純
利
益
を
計
上
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
、
人
口
減
少
や
老

朽
化
し
た
施
設
の
更
新
等
で
営

業
利
益
の
増
加
は
見
込
め
ず
、

財
務
状
況
が
悪
化
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
適
切

と
も
実
質
収
支
は
黒
字
を
計
上

し
て
い
ま
す
が
、
依
存
財
源
の

割
合
が
高
い
本
町
と
し
て
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
を
再
認
識
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
財
政
健
全
化
比
率
等

の
財
政
指
標
の
動
き
を
注
視
し

な
が
ら
、
適
正
な
起
債
発
行
や

「
事
務
事
業
の
見
直
し
」、「
公

共
施
設
の
適
正
管
理
」、「
行
政

コ
ス
ト
の
削
減
」
等
の
財
政
再

建
に
向
け
た
取
り
組
み
の
実
行

下水道事業 収　入 支　出 差　引

収益的収入・支出 7億6953 7億3248 3705

資本的収入・支出 4億6270 6億5286 △1億9016
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基　　金　　名 ６年度末
現在高

決算年度中増減額 ７年度末
現在高積立額 取崩額

一　

般　

会　

計

財 政 調 整 基 金 11億7923 2億1453 0 13億9375

減 債 基 金 20億2763 2408 2億2488 18億2684

ま ち づ く り 推 進 基 金 1598 3 951 650

地 域 振 興 基 金 15億6488 0 4752 15億1736

そ の 他 特 定 目 的 基 金 6億6732 2億1375 2億 693 6億7414

合　　　　計 54億5504 4億5238 4億8883 54億1859

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 事 業 基 金 8056 1009 2456 6608

電 気 通 信 事 業 基 金 1億9086 3955 1403 2億1638

合　　　　計 2億7142 4964 3860 2億8246

総　　合　　計 57億2646 5億 202 5億2743 57億 105

会　　計　　名 ６年度末
現在高

決算年度中増減額 ７年度末
現在高発行額 償還額

　 一 般 会 計 　 170億8653 19億1900 14億5843 175億4710

特
別
会
計

直 営 診 療 所 １億6290 0 2234 1億4056

電 気 通 信 事 業 8億6090 2億3370 1647 10億7813

合　　　　　計 181億1033 21億5270 14億9724 187億6579

邑南町の貯金は？　積立基金のようす

邑南町の借金は？　地方債のようす （単位：万円）

項　目 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

地方交付税 59億7932 58億7856 59億2266 62億5339 62億4152 62億6966 62億6553 63億 879

国庫支出金 8億5716 8億3450 24億5458 15億2881 14億1899 18億　63 21億1828 16億8579

県支出金 9億1649 10億2494 10億3522 10億6801 14億8934 10億7504 14億9102 11億3637

国や県からの歳入財源の推移（一般会計）
（単位：万円）

（単位：万円）
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発
議
者
は
石
國
佳
壽
子
議

員
、
日
高
八
重
美
議
員
、
鍵
本

亜
紀
議
員
の
３
名
で
す
。

こ
の
修
正
案
は
、
本
定
例
会

で
提
出
さ
れ
た
債
務
負
担
行
為

に
対
し
て
の
修
正
案
で
、
そ
の

内
容
は
「
保
育
所
閉
所
に
伴
う

転
園
支
度
金
支
給
事
業
」「
保

育
所
不
在
地
区
通
所
費
等
助
成

事
業
」
で
す
。

発
議
者
の
一
人
石
國
佳
壽
子

議
員
が
修
正
案
の
趣
旨
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
原
案

と
修
正
案
共
に
反
対
の
討
論
、

原
案
に
賛
成
の
討
論
、
修
正
案

に
賛
成
の
討
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。採

決
の
結
果
、
原
案
に
賛
成

　

議
案
第
72
号
「
令
和
８
年

度
邑
南
町
一
般
会
計
補
正
予

算
第
３
号
」
に
対
し
修
正
動

議
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

鍵
本
亜
紀

　
議
員

修
正
案
を
可
決

原
案
に
賛
成
の
討
論

修
正
案
に
賛
成
の
討
論

宮
田
博

　
議
員

の
議
員
５
名
、
修
正
案
に
賛
成

の
議
員
６
名
で
修
正
案
を
可
決

し
ま
し
た
。

支
援
の
必
要
性
は
否
定
し
な

い
も
の
の
、
３
保
育
所
の
閉
所

に
対
し
保
護
者
や
地
域
か
ら
も

十
分
な
理
解
や
納
得
に
至
っ
て

い
な
い
声
が
あ
る
中
、
債
務
負

担
行
為
の
設
定
へ
の
疑
義
が
あ

る
。今

後
、
転
所
手
続
き
が
進
ん

で
い
く
中
で
、
必
要
な
支
援
の

内
容
を
具
体
的
に
提
案
し
議
会

で
審
議
す
る
必
要
性
を
訴
え

る
。

起立採決で賛意を示す議員

11
月
に
始
ま
る
保
育
所
へ
の

入
所
手
続
き
に
間
に
合
う
よ

う
、
具
体
的
な
支
援
策
を
事
前

に
提
示
し
、
不
安
や
負
担
の
解

消
に
努
め
る
こ
と
は
行
政
の
義

務
で
あ
る
。

保
育
所
閉
所
は
地
域
や
保
護

者
と
の
合
意
形
成
が
不
十
分
な

ま
ま
で
あ
る
。
今
は
支
援
策
の

予
算
確
保
よ
り
も
、
ま
ず
は
十

分
な
話
し
合
い
が
必
要
だ
。
町

民
の
声
を
尊
重
す
べ
き
だ
。

債
務
負
担
行
為

自
治
体
が
翌
年
度

以
降
に
わ
た
る
支
出

義
務
を
負
う
際
に
、

予
め
議
会
の
議
決
を

経
て
、
複
数
年
度
に

わ
た
る
事
業
を
計
画

的
か
つ
安
定
的
に
執

行
す
る
た
め
の
仕
組

み
で
す
。

趣
旨
説
明

石
國
佳
壽
子

　
議
員
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意
見
書

提
出
者山

中
康
樹　

議
員

持
続
可
能
な
米
生
産
へ

の
支
援
強
化
を
求
め
る

意
見
書

７
月
臨
時
会
を
７
月
17
日
に

開
催
し
、
町
長
提
出
議
案
１
議

案
を
審
議
し
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

「
一
般
会
計
補
正
予
算
第

２
号
」
は
、
生
産
資
材
等

の
高
騰
に
対
し
農
業
者
に

生
産
継
続
支
援
金
の
給
付

費
９
５
１
万
９
０
０
０
円

と
、
農
林
水
産
物
集
出
荷

貯
蔵
施
設
の
空
調
改
修
費

７
４
２
万
５
０
０
０
円
を
追
加

す
る
も
の
で
す
。

三
階
席

今
年
は
９
月
中
旬
か
ら
雨
降

り
の
日
が
多
く
て
、
稲
刈
り
に

は
適
さ
な
い
日
が
多
く
な
っ
て

お
り
、
農
家
の
方
は
困
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
▼
そ
れ
で
も
、

私
た
ち
の
地
方
は
ま
だ
良
い
方

で
、
千
葉
豪
雨
等
の
雨
の
多
い

地
域
で
は
今
年
の
稲
の
収
穫
が

皆
無
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
▼

台
風
25
号
は
ど
の
程
度
の
影
響

が
出
る
の
で
し
ょ
う
か
。
厳
重

に
警
戒
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
▼
さ
て
、
米
価
は
昨

年
の
高
騰
か
ら
一
転
下
落
と
な

り
、
生
産
者
は
落
胆
の
思
い
で

一
杯
で
す
▼
全
国
的
に
は
、
今

後
は
生
産
者
の
中
に
は
米
生
産

を
あ
き
ら
め
る
方
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す

▼
も
う
少
し
安
心
し
て
米
の
生

産
が
で
き
る
よ
う
に
条
件
の
改

革
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
▼
生
産
者
が
笑
顔
で
米
生

産
を
し
て
ゆ
け
る
よ
う
に
心
か

ら
念
願
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

瀧
田　

均

　

近
年
の
物
価
上
昇
に
よ
り
、

米
の
生
産
コ
ス
ト
が
大
き
く
増

加
す
る
中
、
昨
年
と
比
較
し
て

米
価
は
急
落
し
た
。

　

農
業
経
営
は
一
層
深
刻
な
状

況
と
な
り
、
離
農
や
耕
作
放
棄

地
の
増
加
を
招
き
、
将
来
に
わ

た
る
食
料
供
給
を
揺
る
が
す
問

題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
市
場
に
放
出
さ
れ
た

政
府
備
蓄
米
は
、
本
来
の
役
割

を
十
分
に
果
た
せ
る
よ
う
、
速

や
か
に
適
正
な
備
蓄
水
準
を
回

復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

生
産
者
の
再
生
産
の
確
保
に
つ

な
が
る
仕
組
み
と
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　

国
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

強
力
に
取
り
組
む
よ
う
求
め

る
。

（
１
）
政
府
備
蓄
米
の
適
正
な

備
蓄
水
準
へ
の
買
戻
し
を
早
急

に
実
施
し
、
そ
の
時
期
及
び
規

模
に
つ
い
て
明
確
な
見
通
し
を

示
す
こ
と
。

（
２
）
米
の
需
給
見
通
し
と
民

間
在
庫
の
状
況
を
、
継
続
的
に

検
証
し
、
価
格
の
急
落
を
招
か

な
い
よ
う
、
機
動
的
な
需
給
調

整
を
行
う
こ
と
。

（
３
）
生
産
資
材
、
農
業
機
械

及
び
燃
油
等
の
価
格
高
騰
に
対

す
る
支
援
を
充
実
し
、
生
産
コ

ス
ト
の
上
昇
を
農
業
者
だ
け
に

負
担
を
さ
せ
な
い
こ
と
。

（
４
）
農
業
者
が
再
生
産
可
能

な
所
得
を
確
保
で
き
る
よ
う
、

経
営
安
定
対
策
及
び
所
得
確
保

対
策
を
拡
充
す
る
こ
と
。

（
５
）
米
生
産
が
継
続
さ
れ
、

農
地
及
び
集
落
機
能
が
維
持
さ

れ
る
よ
う
担
い
手
確
保
、
農
地

保
全
及
び
生
産
基
盤
整
備
へ
の

支
援
を
強
く
強
化
す
る
こ
と
。

　

以
上
の
意
見
書
を
全
議
員
の

賛
成
で
提
出
し
ま
し
た
。

７月臨時会

９月定例会

議案のゆくえ

　

９
月
定
例
会
の
決
算
認
定
以

外
の
議
案
の
主
な
も
の
を
紹
介

し
ま
す
。

　
「
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」「
消

防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

の
一
部
改
正
」
は
、
特
殊
勤
務

手
当
や
葬
祭
補
償
の
額
を
国
の

定
め
に
応
じ
て
増
額
す
る
も
の

で
す
。

　
「
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一

部
改
正
」「
教
職
員
住
宅
管
理

条
例
の
一
部
改
正
」「
グ
ラ
ウ

ン
ド
等
施
設
条
例
の
一
部
改

正
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
施
設
の
追

加
・
削
除
を
す
る
も
の
で
す
。

　
「
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
」
は
、
町

長
及
び
副
町
長
の
給
与
を
10
月

か
ら
12
月
ま
で
減
額
す
る
も
の

で
す
。

　
「
一
般
会
計
補
正
予
算
第
３

号
」
及
び
「
修
正
動
議
」
は
、

６
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

債
務
負
担
行
為
以
外
は
、
決
算

に
伴
う
繰
越
金
の
増
額
、
地
方

交
付
税
の
確
定
に
よ
る
増
額

と
、
そ
れ
に
よ
る
財
政
調
整
基

金
繰
り
入
れ
の
減
額
、
減
債
基

金
の
増
額
な
ど
で
す
。

　
「
一
般
会
計
補
正
予
算
第
４

号
」
は
、
堆
肥
利
用
拡
大
や
、

ハ
ー
ブ
米
生
産
に
対
す
る
支
援

を
５
２
９
万
６
０
０
０
円
追
加

す
る
も
の
で
す
。

　
「
特
別
会
計
補
正
予
算
」
は

決
算
に
伴
う
繰
越
金
の
増
額
が

主
で
す
。
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９ 月 定 例 会  全 員 賛 成 に な ら な か っ た 議 案 ○=賛成、●=反対、ー =除斥、欠=欠席

区分 議案の内容 石
國

奈
須

鍵
本

野
田

日
高

瀧
田

平
野

宮
田

中
村

辰
田

山
中

結
果

決
算
認
定

令和７年度一般会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認
定

令和７年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出
決算の認定 ○ ○ ○ 〇 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認

定

補
正

予
算

令和８年度一般会計補正予算第３号に対する修
正動議 〇 〇 〇 ● 〇 ○ ● ● ● ● ○ 可

決

令和８年度９月補正後

※千円以下で四捨五入しているため実際の数字と差異が発生しています。
※水道事業会計には補正はありません。

当初予算の額 ９月補正額 ９月補正後の額

収 益 的 収 支収 益 的 収 支

収  入 7億6655万円 － 7億6655万円

支　出 7億6655万円 － 7億6655万円

資 本 的 収 支

収  入 4億  84万円 △1201万円 3億8883万円

支　出 6億 190万円 △1201万円 5億8989万円

令和８年度下水道事業会計９月補正後

当初予算の額 ６月補正後の額 ７月補正額 ９月補正額 ９月補正後の額

一 般 会 計 135億5800万円 135億5693万円 1694万円 1億3549万円 137億936万円

国 民 健 康 保 険 12億8900万円 13億2135万円 － 1085万円 13億3220万円

直 営 診 療 所 1億3730万円 1億3826万円 － － 1億3826万円

後 期 高 齢 者 医 療 4億5100万円 4億5100万円 － 633万円 4億5733万円

電 気 通 信 3億9400万円 3億9400万円 － △94万円 3億9306万円

特 別 会 計 合 計 22億7130万円 23億 461万円 1694万円 1623万円 23億2084万円

総　合　計 158億2930万円 158億6154万円 1694万円 1億5172万円 160億3020万円
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質問質問いっぱんいっぱん

順番 議員名 質問内容 ページ

１ 日高八重美
（1）国民健康保険料の統一化 （2）保育所の役割

10
（3）米農家への支援

２ 野田　佳文
（1）久喜銀山の活用

11
（2）地域経済活性化

３ 辰田　直久
（1）持続可能な町のために

12
（2）事業の優先順位

４ 山中　康樹 （1）保育所閉所　町の対処は 13

５ 鍵本　亜紀 （1）町が掲げる条例や計画と現町政との整合性 14

６ 中村　昌史 （1）学校再編で考慮すべきこと 15

質問者と質問内容

ガ
ッ
テ
ン
‼

一

般

質

問

一般質問とは・・・ 議員が町の行財政全般について、執行機関に疑問点をただし、所信の表明を求め
るもの。通告制であり、本町では一問一答方式、制限時間60分としている。

　

今
年
度
の
一
般
質
問
は
、
３

月
議
会
以
来
行
っ
て
お
ら
ず
、

９
月
議
会
で
の
質
問
項
目
も
決

め
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た

が
、
決
算
審
査
報
告
や
、
諸
事

情
で
通
告
を
取
り
や
め
ま
し
た

▼
６
月
の
ガ
ッ
テ
ン
で
、
質
問

の
内
容
や
仕
方
な
ど
に
つ
い
て

の
投
稿
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私

も
大
い
に
同
感
で
す
▼
一
般
質

問
に
は
、
自
己
主
張
型
、
課
題
・

責
任
追
求
型
、
政
策
提
案
型
、

行
政
監
視
型
、
住
民
要
望
反
映

型
な
ど
の
種
類
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
▼
自
身
は
こ
れ
ま

で
、
一
般
質
問
は
、
議
会
に
お

け
る
議
員
活
動
の
根
幹
を
な
す

も
の
で
あ
る
と
自
覚
し
、
毎
回

冒
頭
で
は
「
議
会
の
使
命
と
議

員
の
職
責
」
を
果
た
す
た
め
に

質
問
と
提
言
を
行
っ
て
き
た
つ

も
り
で
す
が
、
今
議
会
の
質
問

で
も
、
前
段
で
触
れ
た
質
問
の

種
類
と
、
議
員
各
位
の
個
性
を

強
く
感
じ
な
が
ら
拝
聴
し
ま
し

た
。　
　
　
　

宮
田
博　

記
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も
高
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
市
町
村
が
財
政
運

営
を
担
っ
て
き
た
が
、
都
道
府

県
が
主
体
と
な
る
と
保
険
料
は

ど
う
な
る
の
か
。
邑
南
町
へ
の

影
響
は
。

秋
田
町
民
課
長

　

医
療
費
が
平
準
化
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
保
険
料
の
変
動
が

抑
制
で
き
国
保
財
政
の
安
定
化

に
繋
が
る
。
邑
南
町
の
保
険
料

は
低
い
水
準
に
あ
る
が
、
統
一

化
さ
れ
る
と
高
く
な
る
と
想
定

さ
れ
、
町
の
将
来
的
な
影
響
は

不
透
明
で
あ
る
。

日
高
八
重
美
議
員

　

国
保
料
水
準
の
県
内
統
一
化

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
島
根
県

で
は
、
準
備
段
階
で
あ
る
が
、

被
保
険
者
は
減
少
し
て
い
て
も

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
増
加

傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
高
額
な

医
療
費
が
発
生
し
た
際
に
は
町

村
ご
と
の
保
険
料
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

都
道
府
県
単
位
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
財
政
の
安
定
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

社
会
保
障
と
し
て
の
公
的
な
責

任
を
助
け
合
い
に
転
嫁
し
て
い

な
い
か
。

　

国
保
加
入
者
の
多
く
が
年
金

生
活
者
で
、
所
得
は
低
い
の
に

保
険
料
は
公
的
医
療
保
険
で
最

日
高
議
員

　

県
が
国
保
財
政
を
管
理
す
る

こ
と
で
医
療
費
総
額
を
制
限
し

受
診
抑
制
に
繋
が
ら
な
い
か
。

大
屋
町
長

　

医
療
費
へ
の
懸
念
に
つ
い
て

は
確
認
す
る
。

　

県
内
統
一
化
に
つ
い
て
は
リ

ス
ク
管
理
上
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
の
で
賛
成
で
あ
る
。

日
高
議
員

　

26
年
産
米
の
概
算
金
が
昨
年

漆
うるしだに

谷光
み つ お

夫 議員

町長 財政安定化でリスクは軽減

国保料県内統一の影響は

刈り終えた田んぼ、来年もがんばろう

日　本
共産党 日

ひ だ か

高八
や え み

重美 議員

答

支
援
と
米
価
対
策

　
　
　

を
考
え
る

問

米
生
産
者
へ
支
援
を

そ
の
他
の
質
問

に
比
べ
て
大

幅
な
下
落
に

な
っ
た
。
米

価
の
暴
落
と

と
も
に
、
肥

料
代
や
燃
料

費
の
高
騰
で

生
産
コ
ス
ト

が
上
昇
し
大

き
な
赤
字
に

な
っ
て
い

る
。
再
生
産

で
き
る
ゆ
と

り
も
な
く
、

こ
の
ま
ま
で

は
離
農
者
が
増
え
る
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
す
る
。
直
接
、
農

家
の
声
を
聴
き
必
要
な
支
援
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

大
屋
町
長

　

肥
料
分
の
補
助
を
実
施
し
て

い
る
。
今
後
の
対
応
と
し
て

は
、
し
っ
か
り
し
た
土
づ
く
り

や
、
暑
さ
対
策
の
た
め
の
技
術

支
援
に
対
す
る
補
助
を
考
え
て

い
る
。
若
い
新
規
就
農
者
も
い

る
の
で
支
援
し
て
い
く
。

日
高
議
員

　

農
業
者
の
み
な
さ
ん
と
直
接

対
話
を
し
て
、
支
援
策
を
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

日
高
議
員
は
保
育
所
の
役
割

は
、
居
住
す
る
地
域
に
保
育
所

が
あ
る
か
ら
こ
そ
子
ど
も
の
保

育
の
権
利
や
、
保
護
者
の
働
く

権
利
が
保
障
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
質
し
ま
し
た
。

いっぱん質問
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活用が期待される「からみ原」

や
邑
南
町
の
知
名
度
向
上
に
取

り
組
む
の
か
。

田
村
学
び
の
ま
ち
推
進
課
長

　

久
喜
銀
山
遺
跡
を
守
り
伝
え

て
き
た
地
域
の
取
組
み
を
史
跡

の
価
値
と
と
も
に
全
国
へ
発
信

す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
関

係
機
関
と
緊
密
に
連
携
し
、
知

名
度
向
上
と
活
性
化
に
努
め

る
。

小
笠
原
産
業
支
援
課
長

　

好
機
と
捉
え
、
観
光
協
会
と

連
携
し
な
が
ら
誘
客
や
知
名
度

向
上
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
。

野
田
議
員

　

見
学
環
境
の
課
題
と
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
動
画
を
活

用
し
た
誘
客
へ
の
取
組
み
は
。

田
村
学
び
の
ま
ち
推
進
課
長

　

安
全
対
策
な
ど
短
期
的
な
見

学
環
境
の
改
善
は
優
先
す
べ
き

野
田
佳
文
議
員

　

２
０
２
７
年
は
石
見
銀
山
遺

跡
の
世
界
遺
産
登
録
20
周
年
の

節
目
で
あ
る
。
邑
南
町
観
光
協

会
に
は
久
喜
銀
山
遺
跡
へ
の
問

い
合
わ
せ
が
増
え
、
邑
南
町
の

知
名
度
向
上
、
誘
客
に
つ
な
が

る
好
機
で
あ
る
。
現
在
の
久
喜

銀
山
遺
跡
の
整
備
状
況
と
今
後

の
見
通
し
は
。

田
村
学
び
の
ま
ち
推
進
課
長

　

保
存
活
用
計
画
に
基
づ
き
、

令
和
７
年
、
８
年
度
で
整
備
基

本
計
画
の
策
定
を
進
め
、
９
年

度
以
降
は
基
本
設
計
を
実
施
す

る
。

野
田
議
員

　

２
０
２
７
年
を
ど
う
位
置
づ

け
、
久
喜
銀
山
遺
跡
へ
の
誘
客

課長

野
の だ

田佳
よ し ふ み

文 議員

知名度向上と

　　　　　　活性化に努める

２０２７年の好機を活かせ

答

関
係
者
と

　
　
　

連
携
し
進
め
る

問

各
地
区
へ
の

　
　
　
　
　

誘
客
は

と
こ
ろ
が
あ
る
。

保
存
修
理
な
ど
は

整
備
基
本
計
画
の

中
で
推
進
す
る
。

小
笠
原
産
業
支
援

課
長

　

関
係
団
体
、
観

光
協
会
等
と
連
携

し
な
が
ら
情
報
発

信
に
取
組
み
、
町
内
周
遊
な
ど

に
よ
る
滞
在
時
間
の
延
長
、
地

域
消
費
に
つ
な
げ
る
。

野
田
議
員

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
不
足
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
増
刷
に
つ
い

て
検
討
す
る
考
え
は
。

田
村
学
び
の
ま
ち
推
進
課
長

　

現
在
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
地

元
団
体
が
作
成
し
て
い
る
。
不

足
が
生
じ
た
場
合
は
、
予
算
の

範
囲
内
で
の
協
力
を
検
討
す

る
。

野
田
議
員

　

地
域
経
済
の
活
性
化
と
は
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
状
態
を

め
ざ
し
、
実
現
に
向
け
た
施
策

は
。

小
笠
原
産
業
支
援
課
長

　

地
域
資
源
を
生
か
し
、
町
内

の
事
業
者
が
持
続
的
に
事
業
を

行
い
、
町
内
で
人
や
消
費
が
循

環
し
、
地
域
全
体
の
活
力
が
維

持
向
上
し
て
い
く
状
態
を
め
ざ

す
。
周
遊
や
消
費
に
つ
な
げ
る

た
め
、
関
係
者
等
と
連
携
を
深

め
、
具
体
的
な
取
組
み
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。

野
田
議
員

　

道
の
駅
を
町
内
周
遊
の
拠
点

と
し
て
、
各
地
区
へ
の
誘
客
や

地
域
で
の
消
費
拡
大
、
滞
在
時

間
の
延
長
を
ど
の
よ
う
に
構
築

す
る
の
か
。

小
笠
原
産
業
支
援
課
長

　

観
光
協
会
等
関
係
者
と
連
携

し
な
が
ら
検
討
を
進

め
、
各
地
区
へ
の
周

遊
、
滞
在
時
間
の
延

長
と
地
域
で
の
消
費

の
拡
大
に
つ
な
げ

る
。

いっぱん質問
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を
中
心
と
し
た

相
談
体
制
の
充

実
を
図
る
と
と

も
に
、
増
加
し

て
い
る
外
国
人

住
民
に
も
雇
用

主
と
連
携
し
て

住
み
や
す
い
住

環
境
に
努
め
て

い
る
。

　

ま
た
、
矢
上

た
い
。

辰
田
議
員

　

総
花
的
で
な
く
、
町
内
12
地

区
の
特
色
や
環
境
を
生
か
し
、

各
々
に
重
点
的
な
対
応
を
施
し

て
定
住
者
の
選
択
に
も
繋
が
る

よ
う
な
施
策
も
必
要
だ
。

大
屋
町
長

　

町
面
積
の
広
さ
を
負
担
と
捉

え
ず
、
地
域
ご
と
に
産
業
、
文

化
伝
統
、
教
育
、
住
環
境
な
ど

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
特
徴
を
Ｕ
Ⅰ

タ
ー
ン
へ
の
提
案
と
町
づ
く
り

に
繋
げ
た
い
。

辰
田
議
員

　

最
近
の
Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
者
や
外

国
人
の
動
向
と
状
況
は
。

　

ま
た
、
特
に
交
流
人
口
の
多

い
広
島
方
面
を
中
心
に
、
矢
上

高
校
卒
業
生
や
町
出
身
の
事
業

経
営
者
な
ど
と
の
協
力
を
深

め
、
町
民
全
体
で
人
口
確
保
や

移
住
定
住
を
町
外
に
勧
め
ら
れ

る
よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き
な

い
か
。

田
村
地
域
み
ら
い
課
長

　

Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
者
は
年
ご
と
に

増
減
し
て
い
る
が
、
外
国
人
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。　

そ
し
て
、

Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
者
数
の
変
動
を
踏

ま
え
、
官
民
共
同
で
住
宅
確
保

辰
田
直
久
議
員

　

交
流(
関
係)

人
口
拡
大
に

向
け
、
産
業
振
興
に
お
け
る
町

内
外
の
企
業
団
体
と
の
協
働
を

図
り
、
町
の
情
報
発
信
を
強
化

す
る
べ
き
だ
。
ま
た
、
公
益
性

の
あ
る
行
事
に
対
し
町
と
し
て

支
援
を
行
い
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

促
進
を
図
れ
な
い
か
。

小
笠
原
産
業
支
援
課
長

　

商
工
会
や
観
光
協
会
な
ど
の

事
業
者
団
体
と
も
連
携
を
行

い
、
民
間
企
業
が
持
つ
ノ
ウ
ハ

ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

て
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
も

繋
げ
て
い
る
。
行
事
は
町
の
消

費
拡
大
や
情
報
発
信
、
移
住
定

住
へ
の
効
果
な
ど
を
判
断
し
な

が
ら
補
助
事
業
等
の
対
象
と
し

重大事故が多発している町道
交差点（中野）

町長 地域ごとの特徴を生かす

持続可能な町のために

答

危
険
性
や

　

緊
急
度
で
対
応

問 高
校
卒
業
生
と
の
繋
が
り
を
維

持
す
る
人
材
管
理
、
関
係
人
口

と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
の
た
め
に
国
県
や
定
住
財
団

と
も
定
住
に
繋
が
る
各
種
の
登

録
制
度
の
拡
大
を
図
っ
て
い

る
。

辰
田
議
員

　

町
道
で
事
故
が
多
発
す
る
場

所
の
安
全
対
策
や
管
理
は
ど
の

よ
う
な
基
準
で
進
め
ら
れ
て
い

る
か
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
の
事
業

は
、
発
注
か
ら
執
行
ま
で
時
間

が
か
か
る
事
例
が
多
い
が
、
そ

れ
ら
の
対
応
経
過
と
優
先
順
位

野
の だ

田佳
よ し ふ み

文 議員

辰
た つ た

田直
な お ひ さ

久 議員

安
全
対
策
等
の

　
　

優
先
順
位
は

の
考
え
は
。

小
笠
原
建
設
課
長

　

小
規
模
な
事
例
に
は
応
急
措

置
で
早
急
に
対
応
し
て
い
る

が
、
大
規
模
に
な
れ
ば
通
学
路

線
、
幹
線
道
路
な
ど
で
危
険
性

が
高
い
箇
所
を
優
先
し
て
対
応

し
て
い
る
。

原
学
び
の
ま
ち
総
務
課
長

　

施
設
の
公
共
性
、
災
害
時
の

避
難
所
等
の
役
割
も
考
慮
し

て
、
規
模
や
緊
急
度
を
明
確
に

順
位
を
つ
け
て
事
業
化
し
て
い

る
。
し
か
し
、
予
算
も
限
定
さ

れ
て
お
り
説
明
不
足
も
あ
る
点

は
反
省
し
て
い
る
。

いっぱん質問
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山
中
議
員

　

県
か
ら
、
地
元
保
護
者
会
や

自
治
会
と
の
話
し
合
い
の
場
を

設
け
る
よ
う
町
へ
連
絡
が
あ
っ

た
と
聞
く
。
保
護
者
や
地
域
と

の
話
し
合
い
は
十
分
と
は
言
え

な
い
。
改
め
て
話
し
合
う
考
え

は
な
い
か
。

岩
井
医
療
福
祉
政
策
課
長

　

県
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

課
長
か
ら
電
話
が
あ
り
、
話
し

合
い
の
場
を
設
け
て
も
ら
い
た

い
と
の
話
を
聞
い
た
。
内
部
で

共
有
し
検
討
し
た
が
、
場
を
開

く
判
断
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

大
屋
町
長

　

町
と
し
て
改
め
て
説
明
会
を

予
定
し
て
は
い
な
い
が
、
拒
絶

く
変
わ
ら
な
い
。
11
時
間
の
開

所
に
対
応
す
る
に
は
、
交
代

勤
務
を
含
め
１
日
最
低
４
人
の

保
育
士
に
加
え
、
研
修
や
休
暇

の
代
替
要
員
な
ど
も
必
要
と
な

る
。
現
在
の
保
育
士
不
足
に
対

す
る
抜
本
的
な
解
決
策
に
は
な

ら
な
い
と
判
断
し
た
。

山
中
議
員

　

県
内
で
は
地
域
の
実
情
に
応

じ
、
小
規
模
保
育
や
地
域
型
保

育
な
ど
多
様
な
制
度
が
活
用
さ

れ
て
い
る
。
人
口
が
減
少
す
る

地
域
で
現
在
の
認
可
保
育
所
方

式
だ
け
を
続
け
れ
ば
、
周
辺
地

域
か
ら
保
育
所
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
邑
南
町
で
も
地
域
に

保
育
所
を
残
す
方
法
を
さ
ら
に

研
究
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

大
屋
町
長

　

小
規
模
保
育
に
移
行
し
て

も
、
配
置
基
準
が
あ
る
た
め
必

要
な
保
育
士
数
が
大
き
く
変
わ

る
わ
け
で
は
な
い
。
延
長
保
育

や
土
曜
保
育
、
幼
児
教
育
と
し

て
の
役
割
な
ど
も
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
20
人
未
満
の
保
育
所

は
今
後
増
え
る
可
能
性
が
あ
る

が
、
あ
え
て
小
規
模
保
育
と
し

て
残
し
て
い
く
こ
と
は
難
し

く
、
そ
う
い
う
考
え
は
な
い
。

山
中
康
樹
議
員

　

児
童
数
が
減
少
す
る
中
、
20

人
以
上
を
原
則
と
す
る
認
可
保

育
所
だ
け
で
な
く
、
町
が
認
可

す
る
地
域
型
保
育
事
業
や
小
規

模
保
育
な
ど
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
制
度
を
活
用
し
、
保
育

所
を
残
す
方
法
を
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

岩
井
医
療
福
祉
政
策
課
長

　

児
童
数
が
20
人
を
下
回
る
保

育
所
に
つ
い
て
、
小
規
模
保
育

事
業
へ
の
移
行
は
町
と
運
営
法

人
で
以
前
か
ら
検
討
し
て
き

た
。
し
か
し
、
小
規
模
保
育
事

業
は
原
則
０
歳
か
ら
２
歳
児
が

対
象
で
、
保
育
士
の
配
置
基
準

も
通
常
の
認
可
保
育
所
と
大
き

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
地

域
、
自
治
会
、
保
護
者
か
ら
説

明
を
求
め
ら
れ
れ
ば
応
じ
て
い

く
。

　

山
中
議
員
は
、
小
規
模
民
間

保
育
所
運
営
補
助
金
の
財
源
、

県
内
の
分
園
状
況
、
閉
所
決
定

ま
で
の
庁
内
協
議
、
児
童
福
祉

審
議
会
へ
の
諮
問
、
閉
所
後
の

通
所
・
転
所
支
援
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

アットホームな保育所

町長 残す考えはない

小規模保育で保育所を残せ

そ
の
他
の
質
問

山
や ま な か

中康
や す き

樹 議員

いっぱん質問
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鍵
本
議
員

　

地
域
保
護
者
抜
き
で
閉
所
を

決
定
し
た
こ
と
で
、
厳
し
い
声

を
聞
き
反
省
も
さ
れ
て
い
た

が
、
ま
た
同
じ
こ
と
を
繰
り
返

し
て
い
る
。
理
念
に
も
相
反
す

る
内
容
に
不
信
感
が
募
る
。

大
屋
町
長

　

で
き
る
だ
け
話
合
い
の
場
に

出
て
い
る
し
、
保
護
者
み
ん
な

の
声
を
聞
く
の
は
無
理
だ
が
、

手
続
き
を
尊
重
し
な
が
ら
や
っ

て
き
た
の
で
理
解
し
て
欲
し

い
。

鍵
本
議
員

　

閉
所
は
決
定
し
た
こ
と
な
の

か
。

岩
井
医
療
福
祉
政
策
課
長　
　

　

一
部
の
保
護
者
か
ら
だ
。

鍵
本
議
員

　

閉
所
に
反
対
し
て
い
る
方
の

意
見
は
聞
い
て
い
な
い
。
当
該

地
域
で
は
少
子
化
に
危
機
感
を

感
じ
、
主
体
的
に
保
育
所
存
続

の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
対
策
を

さ
れ
結
果
も
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
こ
そ
が
、
総
合
振
興
計
画

に
あ
る
理
想
の
姿
だ
。
地
域
保

護
者
抜
き
で
閉
所
を
決
め
た
こ

と
自
体
が
、
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
や
町
民
憲
章
、
第
三
次
総

合
振
興
計
画
に
相
反
す
る
。

　

法
人
経
営
が
無
理
な
ら
ば
、

保
育
事
業
は
町
の
責
任
な
の
だ

か
ら
、
町
営
に
戻
す
だ
け
で
は

な
い
か
。

　

来
年
度
に
助
成
金
を
出
す
後

ろ
盾
と
し
て
の
債
務
負
担
行
為

は
、
町
民
を
金
で
釣
る
よ
う
な

や
り
方
だ
。

大
屋
町
長

　

保
護
者
の
方
の
気
持
ち
に
沿

っ
た
支
援
を
す
る
た
め
に
、
今

回
の
助
成
の
提
案
を
し
て
い

る
。
保
護
者
の
気
持
ち
も
汲
み

取
っ
た
上
で
、
議
会
の
承
認
を

経
て
保
護
者
に
示
す
た
め
に
、

今
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
な
っ
た
。

鍵
本
亜
紀
議
員

　

阿
須
那
、
市
木
、
日
貫
の
保

育
所
の
閉
所
を
決
め
、
転
所
す

る
保
護
者
や
、
保
育
所
が
無
い

地
域
か
ら
通
う
方
向
け
の
助
成

金
を
担
保
す
る
た
め
の
、
債
務

負
担
行
為
が
補
正
予
算
に
提
案

さ
れ
て
い
る
。

　

当
事
者
抜
き
で
閉
所
を
決
定

し
た
反
省
か
ら
、
保
護
者
に
ど

う
い
う
支
援
が
必
要
な
の
か
と

の
声
を
聞
い
た
か
。

岩
井
医
療
福
祉
政
策
課
長　
　

　

保
護
者
会
か
ら
の
要
望
を
聞

い
て
い
る
。

鍵
本
議
員

　

該
当
３
地
域
の
保
護
者
か
ら

の
要
望
か
。

残してほしい自然いっぱいの保育所

町長 できることをやっている

町の理念に沿った町政を

白
須
副
町
長

　

法
人
の
閉
所
の
決
定
を
尊
重

す
る
。

　

鍵
本
議
員
は
そ
の
他
に
、
第

三
次
総
合
振
興
計
画
に
あ
る

「
地
域
と
つ
な
が
り
挑
戦
を
育

む
町
」
の
挑
戦
に
つ
い
て
、
ど

う
い
う
支
援
を
す
る
か
質
問

し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
そ

れ
ぞ
れ
の
挑
戦
を
後
押
し
す
る

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

鍵
か ぎ も と

本亜
あ き

紀 議員

そ
の
他
の
質
問

いっぱん質問
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組
み
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

中
村
議
員

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

で
は
、
教
員
が
異
動
し
て
も
学

校
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
が

継
承
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

こ
れ
ま
で
地
域
と
学
校
が
積
み

重
ね
て
き
た
も
の
を
共
有
し
、

育
て
た
い
子
ど
も
像
を
中
心
に

学
校
運
営
を
議
論
す
べ
き
だ
。

　

こ
れ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
、

学
校
再
編
で
考
慮
す
べ
き
点

は
。

原
学
び
の
ま
ち
総
務
課
長

　

子
ど
も
の
教
育
の
質
の
向

上
、
地
域
発
展
を
常
に
考
え
、

子
ど
も
を
中
心
に
据
え
て
、
広

は
町
の
大
き
な
財
産
で
あ
り
、

再
編
後
も
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
損

な
わ
な
い
教
育
を
進
め
る
。

中
村
議
員

　

日
貫
小
学
校
で
は
、
小
規
模

校
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
特

色
あ
る
教
育
や
小
規
模
特
認
校

制
度
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ

れ
の
評
価
と
今
後
は
。

田
村
学
び
の
ま
ち
推
進
課
長

　

日
貫
小
学
校
で
の
取
組
み
の

よ
う
に
、
邑
南
町
の
教
育
の
魅

力
で
あ
る
地
域
と
の
繋
が
り
を

保
つ
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
へ
の

愛
着
を
育
て
る
仕
組
み
づ
く
り

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

中
村
議
員

　

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
た
け

の
こ
学
級
」
な
ど
、
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
も
進
め
て
き

た
。
再
編
に
よ
っ
て
学
校
を
同

じ
よ
う
な
規
模
に
す
る
の
で
は

な
く
、
小
規
模
校
を
含
め
、
多

様
な
学
び
の
選
択
肢
を
残
す
こ

と
も
検
討
す
べ
き
だ
。

田
村
学
び
の
ま
ち
推
進
課
長

　

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
・
公
民
館
・
Ⅰ
Ｃ

Ｔ
な
ど
を
活
用
し
、
学
び
の
選

択
肢
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
他
地
域
の
先
進
的
な
取

中
村
昌
史
議
員

　

平
成
24
年
に
ま
と
め
ら
れ
た

「
こ
れ
か
ら
の
邑
南
町
教
育
の

あ
り
方
」
は
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
が
共
通
認
識
を
持
ち
、
ふ

る
さ
と
を
愛
し
、
世
界
で
も
活

躍
で
き
る
子
ど
も
を
育
て
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
き
た
。
学
校
再

編
を
議
論
す
る
今
、
こ
れ
ま
で

の
邑
南
教
育
を
検
証
し
、
そ
の

理
念
を
改
め
て
共
有
す
る
必
要

が
あ
る
。

原
学
び
の
ま
ち
総
務
課
長

　

こ
の
答
申
は
本
町
教
育
の
根

幹
を
成
す
も
の
で
、
考
え
方
に

大
き
な
変
更
は
な
い
。
小
規
模

校
で
培
っ
て
き
た
一
人
一
人
に

目
が
届
く
、
き
め
細
か
な
教
育

く
町
民
の
皆
さ

ん
が
参
加
で
き

る
丁
寧
な
対
話

と
透
明
性
の
高

い
情
報
発
信
を

徹
底
し
て
い
く

こ
と
と
考
え
て

い
る
。

中
村
議
員

　

結
論
を
急
ぐ

の
で
は
な
く
、

育
て
た
い
子
ど

も
像
、
多
様
な

学
び
、
地
域
と

コミュニティスクールの情報発信

町長
教育の多様性や

　　　　　　地域との関わり

学校再編 考慮すべきことは中
な か む ら

村昌
ま さ ふ み

史 議員

の
つ
な
が
り
を
考
え
、
学
校
再

編
の
具
体
案
を
地
域
住
民
や
子

ど
も
た
ち
が
一
緒
に
企
画
・
検

討
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
だ
。

大
屋
町
長

　

育
て
た
い
子
ど
も
像
は
大
き

く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
小
規
模

校
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い

が
、
少
子
化
が
進
む
中
、
再
編

の
検
討
は
必
要
で
あ
る
。

　

教
育
の
多
様
性
を
ど
う
維
持

す
る
か
、
地
域
の
方
々
に
ど
う

関
わ
っ
て
い
た
だ
く
か
、
し
っ

か
り
議
論
を
深
め
て
い
く
。

いっぱん質問
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総
務
教
民
常
任
委
員
会

　

令
和
８
年
７
月
８
日
（
水
）
〜
10
（
金
）
に
行
政

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

鳥
取
県
南
部
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

を
学
ぶ

　

南
部
町
で
は
、
学
校
ご
と
の

「
Ｃ
Ｓ
委
員
会
」
と
中
学
校
区

の
「
学
校
運
営
協
議
会
」
が
連

携
し
、
地
域
・
保
護
者
・
学
校

が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
の
成

長
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
学
校
教
育
・

こどもの夢学園で理事長・校長と対談

社
会
教
育
・
家
庭
教
育
を
連
動

さ
せ
、
高
校
生
サ
ー
ク
ル
や
青

年
団
へ
と
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
継
続
す
る
こ
と
で
、
若
者
の

地
元
定
着
に
も
つ
な
げ
て
い
ま

す
。
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育

て
る
仕
組
み
や
、
卒
業
後
も
地

域
と
関
わ
り
続
け
ら
れ
る
取
組

み
は
本
町
に
も
繋
げ
た
い
と
感

じ
ま
し
た
。

広
島
県
庄
原
市

川
北
こ
ど
も
の
夢
学
園
を

訪
問

　

川
北
こ
ど
も
の
夢
学
園
で

は
、「
子
ど
も
を
信
じ
る
」
を

教
育
理
念
に
掲
げ
、
体
験
を
重

視
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
を

通
し
て
主
体
性
を
育
む
教
育
を

実
践
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が

自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
考
え
、

挑
戦
し
、
大
人
は
伴
走
者
と
し

て
学
び
を
支
え
る
姿
勢
が
学
校

全
体
に
根
付
い
て
い
ま
す
。
地

域
住
民
が
学
校
運
営
を
支
え
、

休
校
と
な
っ
た
校
舎
を
活
用
し

な
が
ら
地
域
全
体
で
子
ど
も
を

育
て
る
取
組
み
も
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
の
主
体
性
を

尊
重
す
る
教
育
と
地
域
と
の
連

携
に
共
感
を
お
ぼ
え
ま
し
た
。

広
島
県
庄
原
市

交
通
空
白
解
消
に
向
け
て

　

地
域
主
体
で
運
行
す
る
「
お

で
か
け
わ
ご
ん
」
は
、
利
用
実

態
を
踏
ま
え
て
運
行
エ
リ
ア
や

運
行
日
を
見
直
し
、
病
院
や
買

い
物
だ
け
で
な
く
地
域
サ
ロ
ン

や
学
校
行
事
な
ど
に
も
利
用
で

き
る
よ
う
改
善
し
、
予
約
方
法

や
待
ち
時
間
へ
の
配
慮
な
ど
、

利
用
者
目
線
で
細
か
な
工
夫
が

重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
結
果
、

利
用
者
は
月
40
〜
50
人
か
ら
約

１
３
０
人
へ
増
加
し
、
高
齢
者

の
外
出
機
会
の
創
出
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。
交
通
を
維
持
す

る
だ
け
で
は
な
く
、「
利
用
さ

れ
る
交
通
」
を
地
域
・
行
政
・

交
通
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て

進
め
て
い
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

　

庄
原
市
で
は
、「
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
、

地
域
住
民
と
連
携
し
た
高
齢
者

福
祉
施
策
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

巡
回
相
談
事
業
で
は
、
地
域
の

相
談
員
が
定
期
的
に
訪
問
し
、

見
守
り
や
相
談
対
応
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
い
き
か

た
ノ
ー
ト
」
に
よ
り
人
生
の
こ

れ
か
ら
を
前
向
き
に
考
え
る
機

会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
積

雪
地
域
で
は
冬
期
安
心
住
宅
を

整
備
し
、
冬
季
の
生
活
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
支
え
合

い
を
基
盤
と
し
た
福
祉
施
策
は

重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

【
視
察
を
終
え
て
】

　

今
回
の
視
察
で
は
、
教
育
・

交
通
・
福
祉
に
共
通
し
て
い
た

の
は
、「
行
政
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
支

え
る
仕
組
み
づ
く
り
」
で
す
。

本
町
に
お
い
て
も
参
考
に
な
る

取
組
み
で
す
。
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市木公民館での意見交換会

第
19
回　

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

テ
ー
マ

「
学
び
の
あ
り
方
、
学
校
再

編
に
つ
い
て
」

　

今
回
は
、
教
育
の
在
り
方
検

討
委
員
会
の
答
申
を
受
け
、
町

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺

う
こ
と
を
目
的
に
テ
ー
マ
を
決

め
て
開
催
し
ま
し
た
。
12
地
区

の
公
民
館
で
１
０
２
名
の
参
加

が
あ
り
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
意
見
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
特
徴
も
あ
り
ま
す
。
共
通

し
て
い
る
こ
と
は
、
邑
南
町
全

体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
教
育
環

境
を
整
え
て
い
く
の
か
と
い
う

構
想
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。
各

地
区
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
は
報

告
書
を
公
民
館
に
配
布
し
ま

す
。

●
子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
方
々

に
育
て
て
い
た
だ
い
た
。
ス
ポ

ー
ツ
や
伝
統
を
大
切
に
し
て
ほ

し
い
。

●
校
舎
の
状
態
を
考
慮
し
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
誰
も
が
通
学
し
や
す
い
環
境

整
備
を
早
め
に
取
り
組
む
べ

き
。

●
教
育
委
員
会
の
動
き
に
つ
い

て
情
報
公
開
が
必
要
。

●
統
合
す
る
場
合
は
、
地
域
住

民
の
利
便
性
も
考
慮
し
、
多
機

能
拠
点
と
し
て
活
用
で
き
る
場

所
に
し
て
ほ
し
い
。

●
在
り
方
検
討
委
員
会
で
は
小

規
模
特
認
校
の
存
在
意
義
に
つ

い
て
、
議
論
さ
れ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。

●
出
生
数
が
30
人
前
後
で
は
統

合
し
な
い
と
成
り
立
た
な
く
な

る
。

●
統
合
あ
り
き
で
は
な
く
、
ど

い
う
議
論
が
さ
れ
た
か
、
プ
ロ

セ
ス
を
地
域
に
知
ら
せ
て
ほ
し

い
。

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
の
連

携
も
必
要
に
な
る
。

●
小
規
模
校
で
は
、
人
間
関
係

や
集
団
内
で
の
立
場
が
固
定
化

さ
れ
や
す
く
、
居
場
所
を
選
び

に
く
い
こ
と
も
あ
る
。

●
小
規
模
校
で
は
、
教
職
員
や

地
域
住
民
の
丁
寧
な
関
わ
り
が

子
ど
も
の
育
ち
に
良
い
影
響
を

与
え
て
い
る
と
の
評
価
も
あ

る
。

●
多
様
な
学
校
や
学
び
方
を
選

択
で
き
る
再
編
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

●
こ
れ
ま
で
の
教
育
方
針
や

「
日
本
一
の
子
育
て
村
」「
お
お

な
ん
学
」
等
の
取
組
み
に
つ
い

て
検
証
が
必
要
。

●
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
を
育

て
、
学
び
を
保
障
す
る
の
か
を

共
有
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
子
ど
も
の
個
性
や
能
力
を
引

き
出
す
教
育
が
必
要
で
あ
る
。

●
保
育
所
、
小
学
校
、
中
学
校

を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
な
子
ど

も
に
育
て
る
の
か
考
え
る
こ
と

が
大
事
で
は
な
い
か
。

●
再
編
し
て
も
地
域
の
大
人
が

学
校
教
育
へ
関
わ
る
仕
組
み
を

維
持
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ

と
で
学
習
能
力
が
低
下
し
て
い

な
い
か
。

●
石
見
中
学
校
の
教
科
セ
ン
タ

ー
方
式
は
機
能
し
て
い
る
の

か
。

●
「
学
び
の
質
」「
保
育
の
質
」

と
は
ど
う
い
う
こ
と
を
指
す
の

か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
仕
組
み
が
わ
か
ら
な
い
。

●
若
者
が
将
来
邑
南
町
へ
帰
り

た
い
と
の
思
い
は
「
ふ
る
さ
と

教
育
」
の
成
果
で
は
な
い
か
。

●
小
中
学
校
の
再
編
と
矢
上
高

校
の
魅
力
化
は
切
り
離
さ
ず
に

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

●
今
回
の
意
見
交
換
会
に
中
学

生
の
参
加
も
あ
り
、
学
校
再
編

に
つ
い
て
は
、
当
事
者
で
あ
る

児
童
生
徒
の
意
見
を
聞
く
必
要

性
も
あ
る
。

●
不
登
校
の
子
を
持
つ
保
護
者

が
悩
み
を
共
有
で
き
る
場
が
必

要
で
は
な
い
か
。

令
和
８
年
８
月
３
・
４
・
６

日
の
３
日
間
に
渡
り
12
公

民
館
で
行
い
ま
し
た
。

学
校
統
合
に
つ
い
て

学
び
の
あ
り
方

そ
の
他
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９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
矢

上
高
校
か
ら
67
名
の
生
徒
が
傍

聴
に
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
組

み
は
、
高
校
の
「
公
共
」
の
授

業
の
一
環
と
し
て
令
和
７
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
政
治

や
行
政
の
仕
組
み
を
学
び
、
主

権
者
と
し
て
の
意
識
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
２
年
生
の
３
ク
ラ

ス
が
日
替
わ
り
で
、
９
月
８

日
、
10
日
、
11
日
の
３
日
間
に

わ
た
り
来
場
し
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
は
緊
張
感
が
漂
う
議
場
の

中
で
、
町
の
未
来
を
左
右
す
る

主
要
事
業
の
「
決
算
審
査
」
や
、

町
政
の
課
題
を
た
だ
す
「
一
般

質
問
」
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
定
例
会
後
の
９
月
18

日
に
は
、
矢
上
交
流
セ
ン
タ
ー

に
て
議
員
全
員
が
参
加
す
る

「
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
議
員
１
名

に
対
し
生
徒
10
〜
12
名
の
小
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
対
話
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、「
若

者
か
ら
見
た
ま
ち
の
課
題
」
な

ど
、
高
校
生
な
ら
で
は
の
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
鋭
い
視
点
か
ら
の
意

見
や
提
案
が
次
々
と
飛
び
出
し

ま
し
た
。
ま
っ
す
ぐ
な
問
い
か

　

令
和
８
年
７
月
10
日
に
、
邑

南
町
議
会
が
県
下
初
と
な
る

「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
団
体
」
に

１
２
０
８
号
と
し
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
認
定
者
は
、
島
根
県

と
鳥
取
県
の
両
知
事
で
す
。

　
「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
」
と
は
、

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
障

が
い
の
こ
と
を
知
り
、
障
が
い

の
あ
る
方
に
ち
ょ
っ
と
し
た
手

町
政
を
身
近
に

未
来
を
担
う
第
一
歩

矢
上
高
校
生
が
議
会
傍
聴

・
意
見
交
換
会
へ

け
や
ハ
ッ
と
す
る
指
摘
の
数
々

は
、
町
政
を
担
う
議
員
側
に
と

っ
て
も
大
き
な
気
づ
き
と
刺
激

と
な
り
、
互
い
に
学
び
の
深
い

充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

　

議
会
と
若
者
を
つ
な
ぐ
こ
の

試
み
は
、
地
域
の
未
来
を
と
も

に
創
る
第
一
歩
で
す
。
今
回
の

傍
聴
お
よ
び
意
見
交
換
会
の
詳

細
な
模
様
や
、
生
徒
た
ち
の
リ

ア
ル
な
声
に
つ
い
て
は
、
次
号

『
議
会
だ
よ
り
第
１
０
０
号
記

念
特
集
』
に
て
詳
し
く
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

鋭い意見や質問に対応する議員

真剣なまなざしの矢上高校生

邑
南
町
議
会
県
下
初
の

「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
団
体
」

　
　
　
　
　
　

に
認
定

助
け
を
実
践
す
る

「
あ
い
サ
ポ
ー
ト

運
動
」
の
取
組
み

で
す
。議
会
で
は
、

「
あ
い
サ
ポ
ー
タ

ー
研
修
」
を
受
講

し
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

令
和
８
年
９
月

15
日
に
邑
南
町
社

会
福
祉
協
議
会
石

橋
純
二
会
長
よ
り

漆
谷
議
長
に
認
定

書
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

石橋純二会長から認定書を授与される漆谷議長
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お問い合わせ先
議会事務局

TEL：0855-95-1113
ⅠＰ：050-5207-3021

議会の傍聴にお越しください
１２月定例会は、１２月２日からの開催を予定
しています。
一般質問だけでなく、全員協議会などすべての
議事が傍聴できます。お気軽にお越しください。

ご意見をお寄せください
　この広報に限らず、議
会 の こ と に つ い て ご 意
見、ご質問などがござい
ましたら、お気軽にご連
絡ください。

この二次元
コードから
スマホでも
ご意見が寄
せられます

広報公聴常任委員会
　委員長　　日高八重美
　副委員長　石國佳壽子
　　　委員　中村　昌史
　　　　　　瀧田　　均
　　　　　　鍵本　亜紀
　　　　　　奈須　正宜

傍
聴
席
の
声

９月議会では、矢上高校生の他に延べ20人の
傍聴がありました。

貴重なご意見をありがとうございます。

邑南町のことを考えておられ
るんだけど、どのように生か
してみんなが協力していけば
良いのか。（女性・70代）

邑南町が時代の変化と共に世界
に輝ける人材が出る町になって
ほしい。（男性・80代）

５年半ぶりの傍聴。時代と共
に町内の状況が変わっている。
若い世代で明るい展望を開い
てほしい。（男性・80代）

普段テレビで議会を見ている
けど、本物を見て緊張した。

（女性・80代）

２回目の傍聴で、真剣に意見
しておられていて、大変な仕
事をしておられると思いまし
た。（女性・80代）

「ひよりの会」の皆さん（日和地区）
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若手社員が４人になりました！若手社員が４人になりました！

農事組合法人星ヶ丘

事務局　冨
とみなが

永有
ゆうさ く

作さん

　

こ
ん
に
ち
は
、
農
事
組
合
法

人
星
ヶ
丘
で
す
。

　

当
法
人
は
、
高
原
地
区
の
安

田
集
落
を
中
心
に
周
辺
３
集
落

で
農
地
を
預
か
っ
て
営
農
し
て

い
ま
す
。
平
成
19
年
２
月
に
農

事
組
合
法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

現
在
、
水
稲
は
つ
や
姫
、
き

ぬ
む
す
め
、
ヒ
メ
ノ
モ
チ
な
ど

約
20
町
、
野
菜
は
中
ナ
ス
、
白

ネ
ギ
と
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
ス
イ

ー
ト
コ
ー
ン
な
ど
を
作
っ
て
い

ま
す
。ま
た
年
末
に
は
平
も
ち
、

豆
も
ち
を
広
島
の
ス
ー
パ
ー
に

出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
は
19
戸
、
労
働
力
と

し
て
平
均
70
歳
の
組
合
員
５
人

程
、
社
員
が
43
、
26
、
20
、
20

歳
の
４
人
、
組
合
員
家
族
、
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
多
く
の
方
々
に

手
伝
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

当
法
人
の
理

念
は
「
感
謝
と

挑
戦
」
で
す
。

　

ま
ず
は
「
挑

戦
」。
今
年
は

「
多
収
米
品
種

の
湛
水
直
播
」

「
た
で
栽
培
と

菌
床
し
い
た

け
栽
培
の
開

始
」「
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画

投
稿
」
な
ど
に

挑
戦
し
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
「
感

収穫を祝う星ヶ丘の皆さん

謝
」。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
今

年
20
歳
の
社
員
２
名
を
迎
え
、

彼
ら
の
未
来
を
預
か
る
私
た
ち

は
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。若
手
の
自
由
な
発
想
力
と
、

地
域
の
先
輩
方
が
培
っ
て
き
た

知
恵
、
技
術
を
融
合
さ
せ
魅
力

的
で
持
続
可
能
な
農
業
の
形
を

め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
の
発

信
を
通
じ
て
日
々
の
様
子
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

以
上
の
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

表
紙
の
写
真
は
、（
農
）
星

ヶ
丘
さ
ん
主
導
で
高
海
自
治
会

に
も
協
力
い
た
だ
い
て
、
高
原

小
学
校
５
・
６
年
生
に
稲
刈
り

体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
様
子

で
す
。
田
植
え
か
ら
始
め
、
収

穫
し
た
お
米
は
、
道
の
駅
邑
南

の
里
で
子
ど
も
た
ち
が
販
売
予

定
で
す
。
見
か
け
た
ら
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
ね
。　

　
　
　
　
　

担
当　

鍵
本
亜
紀

編
集
室
の

編
集
室
の

　
　
窓

　
　
窓

　

最
近
、
生
成
Ａ
Ⅰ
を
か
な
り

使
っ
て
い
ま
す
。
議
会
だ
よ
り

も
、
ど
こ
ま
で
使
っ
て
自
動
化

で
き
る
の
か
学
び
の
た
め
に
個

人
的
に
試
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
▼
生
成
Ａ
Ⅰ
は
仕
事
を
奪

う
も
の
、
使
う
の
は
サ
ボ
っ
て

い
る
、
そ
ん
な
印
象
も
ま
だ
あ

る
よ
う
で
す
。
人
手
不
足
が
こ

れ
だ
け
課
題
に
な
る
中
、「
人

手
不
足
を
補
う
マ
シ
ン
」
と
考

え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
任
せ
ら
れ
る

こ
と
は
任
せ
て
、
そ
の
分
、
人

に
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
時
間

を
使
う
▼
や
っ
て
み
る
と
生
成

Ａ
Ⅰ
は
人
間
の
Ⅰ
Ｑ
を
超
え
た

も
の
の
、
思
い
通
り
に
働
い
て

も
ら
う
た
め
に
努
力
と
時
間
が

必
要
で
、
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で
終

わ
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
生
成
Ａ
Ⅰ
も
人
を
育
て

る
の
と
同
じ
よ
う
に
育
て
る
必

要
が
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
使
い

な
が
ら
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
（
石
國
佳
壽
子　

記
）
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